
平成27年10月１日付で「代行返上の将来分返上」の認可を受けま した

新年金制度への移行に向けて
検討を進めてまいります

　厚生年金基金制度の見直しに伴い、当基金では代行返上し新年金制度に移行する予定です。

　代行返上は「将来分返上」「過去分返上」の２つのステップにより行われますが、将来分返上に

ついては平成27年10月１日付で厚生労働大臣より認可を受けました。今後は下記のとおり、過去

分返上及び新年金制度への移行等に向けて精力的に検討を進めていくこととしています。
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＊�右記スケジュールは現段階のものであり、
厚生労働省等との調整、記録整理の進捗状
況によって変わることがあります。
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基金掛金（加算部分）※全額事業主 負担

基金（加算部分）

基金掛金（代行部分）※事業主・加入員 折半負担

基金（代行部分）

厚 生 年 金 保 険 料 ※事業主・加入員 折半負担

　国 （厚生年金）

＊�過去分返上までに新しく年金を受給される方の、代行部分の年金給付について
は、平成27年９月までの期間分は基金から支給され、10月以降の期間分は国
から支給されます。なお、過去分返上後は全額国から支給されます。

厚生年金保険料
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事務説明会等を適宜開催

記録整理 （基金と国の加入記録の突合）
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